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熊本地震への対応 － 課題
一一精神看護CNSの立場から 一一
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要約
熊本地震発生後、震災後働き続けた看護臓のPTSD ·うつ病予防を目的として、筆者は精神看護CNS

として小谷英文PAS心理教育研究所理事長を中心に、救急対応集団精神療法を行い、 また個別に肴態管
理者・スタッフに対し危機介入を通しての精神的支援を行った。 ここでは震災後急性期に必要とされる

被災者であり支援者である看護臓に対する精神的支援の現状と課題について述べる。

平成28年4月14日にM6.5、 4月16日にM7.3の

前震と本震が益城町宮園、西原村を震源地として

起こった。 その後、 8用l日では1,943回、11月

では4,081回以上におよび余震が続いた。 建物被

害状況では全壊が8,543件、半壊から一部損壊は

153,015件、死者は49名、箆災関連死は33名、 重

症から軽症までは1,987名だった。 避難所は 4月

17日は855か所、避難者は183,882名、6月16日は

避難所は62か所、 避難者は2,951名だった（熊本

県看護協会看護管理者災害支援検討会議事メモ2016）。

熊本県看護協会は日本看護協会と連携し、災害支

援ナ ースを被害の大きかった益城町、西原村、南

阿蘇の避難所へ派遣し、避難所で生活をする慢性

疾患患者（糖原病、 高血圧、心疾患など） や一時

的に危機的状態にある住民に対し震災支援を行っ

た。

今回、筆者は、県内の総合病院および精神科病

院 で非常勤の 精 神看 護専門看 護師（Certified

Nurs巴Specialist, CNS）•としての活動ならびに大

学教員としての支援を通して、震災支援の課題に

ついて述べる。筆者は、①被災者である患者への

精神的支援、②災害支援ナ ースへの精神的支援、

③益城町の仮設住宅住民への健康調査・ハイリス

ク慢性疾患・うつ状態のスクリ ーニング（日本災

害看護学会の活動の一環）、④離職予防・PTSD/

うつ状態予防を目的とした看護スタッフへの精神

的支援（個人面接と集団精神療法） を行っている。

I. 被災者である患者への精神的支援

筆者は、CNS活動を通じて、自宅が全壊、半壊、

一部損壊となり、精神疾患の有無にかかわらず、
パニックとなり特に、 けがや身体疾患の悪化を通

τhe reality and issues ofKumamoto Earthquake: From the perspective of Certified Nurse Specialist in psychiatric nursing 
． 熊本大学大学院生命科学研究部（干862-0976熊本県熊本市中央区九品寺4-24-1)

Shiori Usami, RN, CNS, Ph.D: Department of Nursing, Graduate School of Life Science, Kumamoto University. 4・24-1,
Kuho叩，Chuo-Iζu, Kumamoto, Kumamoto, 862・0976Japan 










	表題
	要約
	I. 被災者である患者への精神的支援
	II. 災害支援ナースへの精神的支援
	III. 震源地益城町の仮設住宅住民への健康調査・ハイリスク慢性疾患・うつ状態のスクリーニング（日本災害看護学会の活動の一環）
	IV. 離職予防・PTSD/うつ状態予防を目的とした看護職への精神的支援
	1. 震災後1週間を経た際の2日間にわたる小集団精神療法（サポート・グループ）
	2. 震災1か月後
	3. 震災2か月後
	4. 震災3か月以降

	V. 今後の課題
	文献



